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主な活動

新
潟
県
小
学
校
長
会

副
会
長

柳

恒

雄

実
践
を
意
味
付
け

業
務
を
改
善
す
る

十
二
月
末
に
、
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に

関
す
る
中
央
教
育
審
議
会
の
答
申
が
あ
り
ま

し
た
。
某
誌
に
は
、
膨
大
な
分
量
で
あ
り
、

現
場
に
は
答
申
を
読
む
余
裕
が
あ
る
の
か
、

要
求
水
準
が
高
く
、
現
場
が
対
応
し
て
い
け

る
の
か
と
い
う
コ
メ
ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
共
感
し
つ
つ
、
答
申
第
一
部
第
十

章
の
学
習
指
導
要
領
等
の
実
施
に
必
要
な
諸

条
件
の
整
備
「
業
務
の
適
正
化
」
に
着
目
し

ま
し
た
。
一
月
六
日
の
学
校
現
場
に
お
け
る

業
務
の
適
正
化
に
関
す
る
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

に
も
着
目
。
こ
れ
ら
は
最
近
注
目
の
働
き
方

改
革
と
併
せ
て
一
連
の
も
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
ど
愛
知
県
の
多
忙
化
解
消
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
ま
と
め
た
提
言
で
目
に
留

ま
っ
た
の
は
、「
学
校
経
営
案
に
は
教
育
目

標
と
は
別
に
具
体
的
な
業
務
改
善
に
関
す
る

目
標
を
明
記
す
べ
き
」
の
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
こ
で
、
私
の
学
校
経
営
方
針
で
示
し
て

い
る
「
仕
事
は
楽
し
く
」
の
趣
旨
を
、
次
の

よ
う
に
強
調
し
て
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

一
つ
に
は
、
職
員
一
人
一
人
の
出
退
勤
簿

を
Ｐ
Ｃ
上
で
供
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
、
周
り
に
遠
慮
な
く
退
勤
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
効
率
よ
く
仕
事
を
す
る
職
員
に

学
ぼ
う
と
す
る
雰
囲
気
も
出
て
き
ま
す
。

二
つ
に
は
、
市
の
事
業
「
温
か
い
学
級
づ

く
り
」
を
優
先
す
る
こ
と
で
、
職
員
は
安
心

し
て
実
践
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
毎
月
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
の
全
校
集
会
の
準
備
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ
さ
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

三
つ
に
は
、「
や
り
た
い
こ
と
を
声
に
出
す
。

周
り
は
こ
れ
を
認
め
、
成
果
が
見
え
た
ら
賞

賛
の
声
を
か
け
る
。
楽
し
く
な
か
っ
た
ら
仕

事
で
は
な
い
。」
と
す
る
こ
と
で
、
課
題
山

積
の
日
々
で
も
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
す
。

校
長
は
校
内
職
員
の
誰
よ
り
も
先
に
答
申

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
職
員
に
は

「
あ
な
た
が
や
り
た
い
こ
と
は
答
申
の
趣
旨

と
同
じ
だ
か
ら
、
安
心
し
て
や
っ
て
ご
ら
ん

な
さ
い
。
」
と
励
ま
し
の
声
を
か
け
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

全
連
小
高
知
大
会
・
分
科
会
十
一
「
社
会
形
成
能
力
」
提
案
発
表

社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
に
必
要
な

資
質
・
能
力
は
、「
共
生
・
共
働
で
き
る
心
」

と
「
智
力
」
で
あ
る
。
学
び
で
得
ら
れ
た
知

識
と
知
恵
を
フ
ル
に
活
用
し
（
智
力
）、
共

働
し
て
困
難
な
課
題
も
解
決
し
て
い
く
人
材

を
育
て
た
い
。

一

学
校
・
地
域
の
課
題

栃
尾
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
が

著
し
く
、
活
性
化
と
存
続
が
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
こ
の
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
受
け
継
い

で
い
こ
う
と
す
る
人
材
を
育
て
て
い
く
こ
と

が
当
校
の
存
在
意
義
で
も
あ
る
。

二
「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」

長
岡
市
は
、「
ふ
る
さ
と
長
岡
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
土
台
に
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
資

質
・
能
力
を
育
て
る
」方
策
と
し
て
、「
熱
中
！

感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」
を
施
策
の
中
心
に

置
い
て
い
る
。
総
事
業
費
五
千
四
百
万
円
の

事
業
を
自
校
の
教
育
に
有
効
活
用
す
る
こ
と

が
校
長
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

三
「
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
栃
尾

来
て
見
て

栃
尾
」（
と
ち
お
学
習
）
の
実
践

ふ
る
さ
と
の
「
ひ
と
・
も
の
・
こ
と
」
と

関
わ
る
体
験
を
通
し
て
よ
さ
を
知
る
。
一
方

で
切
実
な
課
題
を
認
識
し
な
が
ら
、「
ふ
る

さ
と
の
未
来
や
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」

を
考
え
実
行
し
て
い
く
の
が
夢
企
画
「
Ｗ
Ｅ

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
栃
尾
」
で
あ
る
。

○
全
校
街
中
ウ
ォ
ー
ク

…

縦
割
り
班
で
街
中
を

歩
き
、
人
と
話
し
、
考
え
、
食
し
、
楽
し
む
。

○
六
年
総
合

…

自
分
た
ち
が
感
じ
た
ふ
る
さ
と

の
よ
さ
を
発
信
し
、
街
に
人
を
呼
び
込
む
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
。
自
分
の
生
き
方
に
つ
い
て

考
え
る
。

子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
の
よ
さ
を
知

ら
な
い
。
原
風
景
が

な
い
。
こ
れ
で
は
、

ふ
る
さ
と
を
想
う
子

ど
も
は
育
た
な
い
。

こ
の
危
機
感
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
三
年
が
経
過
し
た
。
企
画
を
ゼ
ロ

か
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
は
、
忙
し
い
職
員
に

は
難
し
い
。
一
年
目
は
校
長
自
ら
関
係
者
と

話
し
合
い
、
道
を
付
け
た
。
今
で
は
職
員
が

知
恵
を
出
し
、
よ
り
よ
い
活
動
に
し
て
い
る
。

四
「
仕
掛
け
る
・
続
け
る
・
熱
く
な
る
」

学
校
の
特
色
と
育
て
た
い
子
ど
も
像
を
職

員
と
共
有
し
、
熱
い
想
い
を
注
ぎ
、
形
づ
く

る
。
そ
れ
を
教
育
課
程
に
位
置
付
け
て
継
続

す
る
。
困
難
は
多
く
と
も
、
意
欲
を
も
っ
て

取
り
組
む
熱
い
組
織
づ
く
り
こ
そ
、
校
長
の

仕
事
で
あ
る
。

米
百
俵
の
精
神
を
受
け
継
ぐ

「
熱
中
！
感
動
！
夢
づ
く
り
教
育
」
を
核
と
し
た
教
育
課
程
の
具
現

長
岡
市
立
栃
尾
東
小
学
校　

全 連 小
提案発表
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制

度

部

制
度
部
長

学
校
経
営
や
郡
市
校
長
会
の
運
営
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
校
長
会
や
市
町
村
教

育
委
員
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
組
織
的
な
調

査
研
究
を
行
っ
た
。
本
年
度
は
昨
年
度
に
引

き
続
き
、「
各
市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予

算
等
の
実
状
」
と
「
特
別
支
援
教
育
の
充
実
」

を
当
面
の
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
調
査
研

究
を
行
っ
た
。

一

市
町
村
に
お
け
る
教
育
関
連
予
算
等
に

関
す
る
調
査
研
究

人
的
支
援
の
具
体
的
な
状
況
や
満
足
度
等

の
追
跡
調
査
を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、

人
的
支
援
の
現
状
を
補
う
た
め
の
各
学
校
の

対
応
に
つ
い
て
追
加
調
査
し
た
。
ま
た
、
資

料
「
小
学
校
に
お
け
る
各
市
町
村
の
人
的
支

援
等
の
実
態
」
を
作
成
し
、
各
郡
市
校
長
会

へ
送
付
し
た
。

具
体
的
な
状
況
と
し
て
、
各
市
町
村
の
人

的
支
援
に
対
し
て
ま
だ
満
足
で
き
て
い
な
い
状

態
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
人
的

支
援
の
経
年
変
化
及
び
校
長
と
担
当
者
の
満

足
度
調
査
、
人
的
配
置
の
現
状
を
補
う
た
め

の
対
応
の
結
果
か
ら
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
人
的
支
援
を
補
う
た
め
に
、
一
部

の
学
校
で
は
管
理
職
が
相
当
の
時
間
、
対
応

し
て
い
る
状
況
が
明
ら
か
に
な
り
、
学
校
運

営
へ
の
支
障
も
懸
念
さ
れ
る
。

更
に
、
人
的
支
援
に
関
す
る
市
町
村
格
差

が
依
然
大
き
く
、
校
長
会
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
か
、
ど
う
学
校
運
営
を
工
夫
す
る
か
が

継
続
し
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

二

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査

研
究

経
年
変
化
を
見
る
た
め
に
、
特
別
支
援
学

級
と
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
の
実
態
と
そ
の
対
応
、保
育
園
・

幼
稚
園
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
継
続
調
査
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
の
合
理
的
配
慮
の
現
状

と
通
級
指
導
教
室
の
状
況
に
つ
い
て
追
加
調

査
し
た
。

調
査
に
よ
り
、
国
と
同
様
に
、
通
常
の
学

級
に
い
る
発
達
障
害
児
童
の
実
態
を
「
在
籍

率
」「
の
べ
在
籍
率
」
で
明
ら
か
に
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
の
対
応
を
具
体
的
に
検
討
す

る
上
で
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

一
方
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
が
あ
り
、
保
護
者
と
の

連
携
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
合
理

的
配
慮
に
つ
い
て
、
各
学
校
ご
と
の
取
組
は

進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
基
準
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

福

利

部

福
利
部
長

校
長
の
給
与
・
処
遇
や
退
職
後
の
再
就
職
・

再
任
用
及
び
福
利
・
厚
生
を
巡
る
情
勢
は

年
々
厳
し
さ
を
増
し
、
先
行
き
の
見
通
し
が

も
て
な
い
状
況
で
あ
る
。
福
利
部
で
は
三
委

員
会
を
設
置
し
、
情
報
の
収
集
や
調
査
研
究

を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
改
善
・
充
実
に
資

す
る
諸
活
動
を
推
進
し
て
き
た
。

一

校
長
給
与
の
実
態
把
握

枠
外
昇
給
制
度
の
廃
止
以
来
、
校
長
の
給

与
は
最
高
の
三
十
七
号
給
に
集
中
し
た
ま
ま

で
あ
る
。
本
年
度
は
六
十
七
％
で
あ
り
、
校

長
経
験
が
五
年
以
上
に
な
る
と
、
ほ
ぼ
全
員

が
昇
給
停
止
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

他
の
都
道
府
県
と
比
較
し
て
も
、
依
然
と
し

て
低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

給
与
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
た
め
の

具
体
的
要
望
事
項
と
し
て
は
、
早
々
に
昇
給

停
止
と
な
る
制
度
の
改
善
、
職
務
困
難
認
定

校
数
の
増
加
な
ど
が
あ
る
。
特
に
、
小
・
中

学
校
教
員
と
高
等
学
校
教
員
と
の
給
与
体
系

の
早
期
一
本
化
を
望
む
声
は
依
然
大
き
い
。

二

再
就
職
状
況
及
び
年
金
意
識
調
査

昨
年
度
末
の
校
長
退
職
者
の
再
就
職
率
は

八
十
％
で
あ
り
、
十
年
前
の
倍
の
値
を
示
し

て
い
る
。
再
就
職
者
の
就
職
先
は
、
教
育
関

係
が
九
十
五
％
と
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。

勤
務
態
様
と
し
て
は
七
十
一
％
が
非
常
勤
で

あ
り
、
週
五
日
勤
務
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
。再

就
職
へ
の
考
え
方
で
は
、
生
活
資
金
確

保
の
考
え
方
の
比
率
が
四
十
九
％
と
約
半
数

を
占
め
、
昨
年
度
以
上
の
切
実
さ
が
あ
る
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
三
年
前
の
退
職
者
か

ら
支
給
開
始
年
齢
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

再
就
職
の
状
況
と
も
併
せ
て
、
一
層
関
心
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
制
延
長
を

今
後
の
課
題
と
す
る
意
見
も
増
加
し
、
年
金

制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
不
安
の
拡
大
傾
向

は
否
め
な
い
。
年
金
制
度
の
説
明
会
や
研
修

の
機
会
は
あ
る
が
、
特
に
若
年
層
を
対
象
と

し
た
正
確
で
迅
速
な
情
報
提
供
や
研
修
会
の

充
実
の
必
要
性
が
一
層
増
し
て
い
る
。

三

福
利
・
厚
生
に
つ
い
て
の
要
望
活
動

県
内
福
利
関
係
五
団
体
（
公
立
学
校
共
済

組
合
新
潟
支
部
、
県
教
職
員
互
助
会
、
県
教

職
員
厚
生
財
団
、
県
学
校
生
活
協
同
組
合
、

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
新
潟
支
部
）
へ
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

八
月
下
旬
に
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
出
席
し

て
も
ら
い
、
要
望
へ
の
回
答
や
各
団
体
の
現

況
に
つ
い
て
聞
く
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
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更
に
、
人
的
支
援
に
関
す
る
市
町
村
格
差

が
依
然
大
き
く
、
校
長
会
と
し
て
ど
う
対
応

す
る
か
、
ど
う
学
校
運
営
を
工
夫
す
る
か
が

継
続
し
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

二

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
関
す
る
調
査

研
究

経
年
変
化
を
見
る
た
め
に
、
特
別
支
援
学

級
と
通
常
学
級
に
在
籍
す
る
特
別
な
支
援
を

要
す
る
児
童
の
実
態
と
そ
の
対
応
、保
育
園
・

幼
稚
園
等
と
の
連
携
に
つ
い
て
継
続
調
査
し

た
。
ま
た
、
各
学
校
の
合
理
的
配
慮
の
現
状

と
通
級
指
導
教
室
の
状
況
に
つ
い
て
追
加
調

査
し
た
。

調
査
に
よ
り
、
国
と
同
様
に
、
通
常
の
学

級
に
い
る
発
達
障
害
児
童
の
実
態
を
「
在
籍

率
」「
の
べ
在
籍
率
」
で
明
ら
か
に
で
き
た

こ
と
は
、
今
後
の
対
応
を
具
体
的
に
検
討
す

る
上
で
大
き
な
成
果
で
あ
る
。

一
方
、
個
別
の
教
育
支
援
計
画
の
作
成
が

進
ん
で
い
な
い
状
況
が
あ
り
、
保
護
者
と
の

連
携
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
合
理

的
配
慮
に
つ
い
て
、
各
学
校
ご
と
の
取
組
は

進
ん
で
い
る
が
、
そ
の
基
準
が
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
長
岡
・
三
島

表
町
小
学
校
）

あ
り
、
週
五
日
勤
務
が
最
も
多
く
な
っ
て
い

る
。再

就
職
へ
の
考
え
方
で
は
、
生
活
資
金
確

保
の
考
え
方
の
比
率
が
四
十
九
％
と
約
半
数

を
占
め
、
昨
年
度
以
上
の
切
実
さ
が
あ
る
。

年
金
に
つ
い
て
は
、
三
年
前
の
退
職
者
か

ら
支
給
開
始
年
齢
が
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

再
就
職
の
状
況
と
も
併
せ
て
、
一
層
関
心
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
定
年
制
延
長
を

今
後
の
課
題
と
す
る
意
見
も
増
加
し
、
年
金

制
度
の
将
来
に
つ
い
て
、
不
安
の
拡
大
傾
向

は
否
め
な
い
。
年
金
制
度
の
説
明
会
や
研
修

の
機
会
は
あ
る
が
、
特
に
若
年
層
を
対
象
と

し
た
正
確
で
迅
速
な
情
報
提
供
や
研
修
会
の

充
実
の
必
要
性
が
一
層
増
し
て
い
る
。

三

福
利
・
厚
生
に
つ
い
て
の
要
望
活
動

県
内
福
利
関
係
五
団
体
（
公
立
学
校
共
済

組
合
新
潟
支
部
、
県
教
職
員
互
助
会
、
県
教

職
員
厚
生
財
団
、
県
学
校
生
活
協
同
組
合
、

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
新
潟
支
部
）
へ
の

要
望
を
取
り
ま
と
め
、
要
望
書
を
提
出
し
た
。

八
月
下
旬
に
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
出
席
し

て
も
ら
い
、
要
望
へ
の
回
答
や
各
団
体
の
現

況
に
つ
い
て
聞
く
懇
談
会
を
実
施
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
調
査
研
究

活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
新
潟

上
所
小
学
校
）

研

修

部

研
修
部
長

広

報

部

広
報
部
長

｢

会
員
の
連
携
と
学
校
経
営
の
改
善
・
充

実
に
資
す
る
よ
う
、
県
小
学
校
長
会
及
び
各

郡
市
小
学
校
長
会
の
活
動
や
当
面
す
る
諸
問

題
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、

県
小
学
校
長
会
の
活
動
記
録
と
し
て
保
管
し
、

そ
の
活
用
を
図
る｣

こ
と
を
活
動
の
重
点
と

し
て
取
組
を
進
め
た
。

一
「
初
等
教
育
」
の
発
行

県
小
学
校
長
会
の
機
関
誌
と
し
て
、
記
録

性
と
資
料
性
を
重
視
し
、
百
二
十
四
号
と
百

二
十
五
号
を
発
行
し
た
。

百
二
十
四
号
で
は
、
近
藤
会
長
の
巻
頭
言
、

新
潟
県
教
育
長
様
か
ら
の
特
別
寄
稿
、
県
小

代
議
員
会
柏
崎
・
刈
羽
大
会
の
記
録
、
関
ブ

ロ
東
京
大
会
の
記
録
、
新
任
校
長
の
抱
負
等

を
紹
介
し
た
。

百
二
十
五
号
で
は
、
磯
貝
副
会
長
の
巻
頭

言
、
新
潟
市
教
育
長
様
か
ら
の
特
別
寄
稿
、

地
区
別
研
究
集
会
の
記
録
、
全
連
小
高
知
大

会
の
記
録
、
研
究
実
践
等
を
紹
介
し
た
。

な
お
、
次
年
度
か
ら
は
、
関
ブ
ロ
と
全
連

小
の
大
会
記
録
を
掲
載
せ
ず
、
年
一
回
の
発

行
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

二

｢

校
長
会
報｣

の
発
行

発
行
回
数
と
ペ
ー
ジ
数
を
縮
減
し
て
二
年

目
の
今
年
は
、
三
百
三
十
六
号
～
三
百
三
十

九
号
の
四
号
を
発
行
し
た
。
こ
の
中
で
、
正

学
習
指
導
要
領
の
理
念
を
実
現
し
、
地
域

の
信
頼
を
得
る
創
造
的
な
学
校
経
営
を
展
開

す
る
た
め
に
、
校
長
の
資
質
・
指
導
力
の
向

上
を
図
る
活
動
に
取
り
組
ん
だ
。

一

新
潟
県
小
学
校
長
会
研
究
集
会

関
ブ
ロ
新
潟
大
会
の
副
主
題
「
未
来
を
生

き
抜
く
知
を
磨
き
絆
を
強
め
学
び
続
け
る

子
ど
も
を
育
て
る
学
校
経
営
」
を
継
続
し
、

四
年
次
研
究
と
し
て
行
っ
た
。

本
年
度
は
、
平
成
二
十
五
年
度
以
来
の
地

区
別
集
会
と
し
た
。

○
上
越
地
区

妙
高
大
会

九
月
九
日(

金)

妙
高
市
文
化
ホ
ー
ル

他

○
中
越
地
区

小
千
谷
・
魚
沼
大
会

十
月
五
日(

水)

小
千
谷
市
民
会
館

他

○
下
越
地
区

五
泉
大
会

十
月
六
日(

木)

五
泉
市
立
愛
宕
小
学
校

分
科
会
は
十
部
会
と
し
、
必
要
に
応
じ
て

分
散
会
を
設
け
、
少
人
数
で
の
協
議
が
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
。

二

関
ブ
ロ
東
京
大
会

六
月
九
日(

木)

～
十
日(

金)

、
東
京
都
中

野
区
・
新
宿
区
で
開
催
さ
れ
、
五
十
名
が
参

加
し
て
研
修
を
深
め
た
。

三

全
連
小
高
知
大
会

十
月
二
十
七
日(

木)

～
二
十
八
日(

金)

、

高
知
市
で
開
催
さ
れ
、
四
十
九
名
が
参
加
し

副
会
長
と
制
度
部
長
か
ら
巻
頭
言
を
、
新
発

田
市
教
育
委
員
の
外
山
様
か
ら
は
特
別
寄
稿

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
上
・

中
・
下
越
地
区
を
考
慮
し
、「
郷
土
風
土
記
」

「
郡
市
だ
よ
り
」「
学
校
紹
介
」
を
執
筆
い

た
だ
い
た
。

三

調
査
研
究
活
動
報
告
書

県
小
学
校
長
会
の
四
つ
の
専
門
部(

制
度
・

福
利
・
研
修
・
広
報)

の
活
動
概
要
と
調
査

研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
報
告
書
と
し
て
一

月
に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
員
の
協

力
に
よ
り
価
値
あ
る
調
査
研
究
の
報
告
と
な

っ
て
い
る
。
年
度
末
評
価
や
次
年
度
の
計
画

作
成
に
参
考
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

四

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

昨
年
度
か
ら｢

校
長
会
報｣

を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
し

て
掲
載
す
る
な
ど
、
掲
載
内
容
を
吟
味
・
改

善
し
、
計
画
的
に
更
新
し
て
き
た
。
こ
の
こ

と
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
は
昨
年
度
並
み
に

推
移
し
て
い
る
。

五

全
連
小
広
報
部
と
の
連
携

｢

小
学
校
時
報｣

の
原
稿
に
つ
い
て
は
、上
・

中
・
下
越
地
区
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
執

筆
者
の
推
薦
を
行
っ
た
。
ま
た
、｢

特
色
あ

る
学
校｣

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
新
た
に

浜
浦
小
学
校
と
川
崎
小
学
校
を
推
薦
し
た
。

て
研
修
を
深
め
た
。

四

委
員
会
活
動

○
教
育
課
程
委
員
会

新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
教
育
計
画
の
立

案
と
実
施
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
、
県
内
各

校
の
実
態
を
調
査
し
、
各
校
の
教
育
課
程
の

改
善
・
充
実
に
資
す
る
た
め
、
全
連
小
教
育

課
程
委
員
会
の
調
査
と
比
較
検
討
し
な
が
ら

分
析
し
た
。

○
生
徒
指
導
委
員
会

昨
年
度
ま
で
の
通
信
型
ゲ
ー
ム
機
の
所
持

等
に
関
す
る
調
査
を
受
け
て
、
県
内
各
校
の

ト
ラ
ブ
ル
状
況
や
指
導
状
況
等
の
実
態
調
査

を
行
っ
た
。
今
後
、
調
査
結
果
を
各
校
の
取

組
の
改
善
に
生
か
し
て
い
く
。

○
同
和
教
育
委
員
会

新
潟
県
同
和
教
育
研
究
協
議
会
の
各
種
委

(
)

員
の
選
出
及
び
諸
会
議
へ
の
出
席
、
各
種
研

究
集
会
へ
の
参
加
態
勢
の
確
立
な
ど
を
通
し

て
、
同
和
教
育
推
進
の
活
動
を
行
っ
た
。
ま

た
、
県
同
和
教
育
研
究
集
会
（
妙
高
市
）、

部
落
解
放
新
潟
県
研
究
集
会
（
魚
沼
市
）、

全
国
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
大
阪
市

等
各
種
大
会
に
参
加
し
て
研
修
を
深
め
た
。

な
お
、
調
査
研
究
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

「
調
査
研
究
活
動
報
告
書
」
を
ご
覧
い
た
だ

き
た
い
。
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県内一早い海開きでの演奏

て
の
中
学
校
区
で
実

践
発
表
会
を
行
っ
た
。

本
事
業
を
学
校
経
営

に
活
か
そ
う
と
す
る

意
識
が
成
果
に
つ
な

が
り
、
第
二
期
事
業

と
し
て
継
続
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

月
一
回
行
う
小
学

校
長
会
は
、
会
長
に
よ
る
書
簡
「
挨
拶
・
報

告
等
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
そ
の
内
容
は
、

教
育
の
動
向
、
県
小
の
現
況
、
身
近
な
事
例

か
ら
と
幅
広
い
。
少
人
数
な
ら
で
は
の
情
報

交
換
は
、
些
細
な
こ
と
も
相
談
で
き
る
雰
囲

気
が
あ
り
、
自
ら
の
危
機
管
理
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
年
二
回
の
地
域
巡
検

で
は
、
堀
之
内
、
小
出
、
湯
之
谷
、
広
神
、

守
門
、
入
広
瀬
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
あ
る

「
ふ
る
さ
と
力
」
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
活
か
す
視
点
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
。

小
中
合
同
の
校
長
研
修
旅
行
は
、
新
し
く

着
任
し
た
校
長
が
企
画
担
当
す
る
。
そ
の
年

度
に
退
職
す
る
校
長
の
意
向
を
尊
重
す
る
と

い
う
方
針
が
温
か
い
。
今
年
度
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
「
落
語
と
能
」
を
堪
能
し
た
。

学校紹介藤
塚
小
学
校
は
、
新
発
田
市
の
北
に
位
置

し
、
市
内
で
唯
一
海
に
面
し
て
い
る
学
校
で

す
。
藤
塚
浜
は
、
古
来
漁
業
で
栄
え
た
地
区

で
、
住
民
同
士
が
強
い
連
帯
感
で
結
ば
れ
、

そ
の
精
神
は
、
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

地
区
と
学
校
が
合
同
で
行
う
運
動
会
な
ど

で
は
、
惜
し
み
な
い
支
援
・
協
力
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
三
十
七
年
前
に
創
設

さ
れ
た
「
藤
塚
浜
大
漁
太
鼓
」
で
は
、
太
鼓

保
存
会
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
に
丁
寧
に
指

導
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
入
学
式
や
卒
業
式
、
運

動
会
、
須
原
小
学
校
と
の
交
歓
会
、
海
開
き

や
市
内
の
祭
り
、

漁
港
の
さ
か
な

ま
つ
り
な
ど
、

校
内
外
で
約
十

五
回
の
演
奏
の

機
会
が
あ
り
、

地
域
の
誇
り
を

も
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

平
成
二
十
三

年
に
発
生
し
た

「
東
日
本
大
震

災
」
で
の
甚
大

な
被
害
は
、
私

た
ち
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
海
岸
か
ら
約
八
百
メ
ー
ト
ル
、

落
堀
川
と
加
治
川
に
挟
ま
れ
た
海
抜
約
七
メ

ー
ト
ル
の
当
校
に
お
い
て
は
、
地
震
・
津
波

を
想
定
し
た
防
災
教
育
の
重
要
性
を
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
当
地
区
に
は
自
主

防
災
組
織
が
な
く
、
学
校
の
取
組
を
地
域
全

体
の
防
災
意
識
の
高
揚
に
つ
な
げ
る
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
校
は
、
新
潟

県
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
津
波
災
害
編
」

の
モ
デ
ル
校
に
な
り
、
平
成
二
十
四
年
度
は
、

新
発
田
市
総
合
防
災
訓
練
の
会
場
校
と
し
て
、

約
五
百
名
が
参
加
し
た
大
規
模
な
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
保
護
者
・
地
域
と
協
力
し
、「
藤

塚
浜
防
災
・
防
犯
マ
ッ
プ
」
を
平
成
二
十
八

年
二
月
に
作
成
し
、
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

七
月
に
は
、
地
域
の
要
望
を
受
け
、
新
発
田

地
区
防
災
協
議
会
の
協
力
の
下
、
一
時
避
難

場
所
の
表
示
板
・
海
抜
表
示
板
設
置
の
防
災

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
、「
引
き
渡
し
訓
練
」
を
開
始
し

ま
し
た
。
今
後
も
保
護
者
や
地
域
・
関
係
機

関
と
連
携
し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
防
災

教
育
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
災
害
に
強
い

児
童
の
育
成
、
学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
を
基
本

方
針
に
掲
げ
る
魚
沼
市
は
、「
子
育
て
ビ
ジ

ョ
ン
」
を
乳
幼
児
期
、
学
齢
期
、
青
年
前
期

に
分
け
て
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
学
齢
期
に
お
い
て
は
「
学
び
」
を
重
視
し
、

そ
の
基
盤
と
な
る
「
温
か
い
学
級
づ
く
り
」

の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
内
全
小
中
学
校
で
は
、

家
庭
や
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
組
織
を

挙
げ
て
着
実
に
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

魚
沼
市
小
学
校
長
会
は
、
九
名
の
会
員
で

構
成
さ
れ
る
小
規
模
な
組
織
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
故
に
、
志
一
つ
に
し
て
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
、

教
育
振
興
会
、
中
学
校
長
会
な
ど
と
連
携
を

強
く
し
て
取
り
組
む
こ
と
で
、
確
か
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
こ
と
も
実
感
す
る
。

年
一
回
行
う
小
中
合
同
校
長
会
が
主
催
す

る
教
育
懇
談
会
で
は
、
市
長
や
教
育
委
員
を

迎
え
て
、
魚
沼
の
子
ど
も
に
つ
い
て
語
り
合

う
。
近
年
は
、「
温
か
い
学
級
づ
く
り
支
援

事
業
の
取
組
と
学
校
経
営
」
を
テ
ー
マ
と
す

る
代
表
校
長
に
よ
る
実
践
発
表
と
、
協
議
題

を
絞
っ
て
の
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
っ
て
い
る
。

課
題
を
共
有
し
実
践
に
学
ぶ
好
機
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
度
は
、
支
援
事
業
開
始
か
ら
三

年
目
と
な
り
、
第
一
期
の
総
括
と
し
て
、
全

魚
沼
市
小
学
校
長
会

新
発
田
市
立
藤
塚
小
学
校

志
一
つ
に
し
て
つ
な
が
る
校
長
会

地
域
と
と
も
に
推
進
す
る
防
災
教
育

郡市だより


